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特
集
に
あ
たって
─
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
とって
の
民
主
化

川
村
晃
一

●
民
主
化
一
〇
年
後
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

　

三
二
年
間
に
わ
た
っ
て
強
権
的
統
治
を
続
け
た

ス
ハ
ル
ト
大
統
領
が
辞
任
を
発
表
し
て
か
ら
、

二
〇
〇
八
年
五
月
二
一
日
で
ち
ょ
う
ど
一
〇
年
を

迎
え
た
。
こ
の
日
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
各
地
で
は「
民

主
化
一
〇
年
」
を
祝
う
こ
と
も
な
く
、
世
界
市
場

に
お
け
る
原
油
高
に
端
を
発
す
る
石
油
燃
料
価
格

値
上
げ
に
反
対
す
る
デ
モ
で
一
日
が
暮
れ
た
。

　

一
〇
年
前
の
五
月
に
も
、
燃
料
価
格
値
上
げ
の

政
府
発
表
に
対
す
る
抗
議
行
動
が
各
地
で
発
生
し

て
い
た
。
し
か
し
、
当
時
の
デ
モ
が
暴
力
を
伴
う

激
烈
な
権
力
闘
争
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
の
に
対

し
て
、
一
〇
年
後
の
デ
モ
は
政
府
に
生
活
問
題
を

訴
え
る
「
普
通
の
」
デ
モ
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
〇

年
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。

　

民
主
化
一
〇
年
の
日
が
何
事
も
な
か
っ
た
か
の

よ
う
に
過
ぎ
て
い
っ
た
こ
と
は
、殊
更
「
民
主
化
」

を
祝
う
必
要
も
な
い
ほ
ど
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
民
主

主
義
が
根
付
き
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

二
億
人
以
上
の
人
口
を
抱
え
る
多
民
族
国
家
が
、

経
済
危
機
と
い
う
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
国
家
の

統
一
を
ほ
ぼ
維
持
し
た
ま
ま
、
大
き
な
混
乱
も
な

く
権
威
主
義
体
制
か
ら
民
主
主
義
体
制
へ
の
転
換

を
果
た
し
た
こ
と
は
特
筆
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
一
〇
年
が
平
坦
な
道
の
り

だ
っ
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
政
情
不
安
、
分

離
独
立
運
動
の
激
化
、
テ
ロ
事
件
の
頻
発
、
治
安

の
悪
化
、
経
済
回
復
の
遅
れ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
発
生
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
間
、
民
主
化

も
着
々
と
進
ん
だ
。
憲
法
改
正
に
よ
り
政
治
制
度

は
刷
新
さ
れ
た
。
民
主
的
選
挙
と
議
会
政
治
が
常

道
と
な
っ
た
。
心
配
さ
れ
た
国
軍
の
政
治
介
入
、

地
方
で
の
大
規
模
な
騒
乱
な
ど
も
発
生
し
な
か
っ

た
。
拙
速
だ
と
い
わ
れ
た
地
方
分
権
化
も
、
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

●
民
主
化
の
時
代―

一
九
九
八
～

二
〇
〇
四
年

　

一
九
九
八
年
か
ら
の
六
年
間
は
「
民
主
化
の
時

代
」
だ
っ
た
。
憲
法
改
正
を
は
じ
め
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
政
治
制
度
の
改
革
や
地
方
分
権
化
が
進

め
ら
れ
、
民
主
政
治
の
基
盤
作
り
が
進
め
ら
れ
た
。

　

一
九
九
八
年
五
月
二
一
日
に
ス
ハ
ル
ト
の
あ
と

を
引
き
継
い
で
副
大
統
領
か
ら
大
統
領
に
昇
格
し

た
ハ
ビ
ビ
は
、
矢
継
ぎ
早
に
政
治
改
革
政
策
を
発

表
し
、
民
主
化
の
先
鞭
を
つ
け
た
。
ハ
ビ
ビ
は
、

言
論
の
自
由
や
結
社
の
自
由
を
認
め
る
な
ど
政
治

的
自
由
化
を
先
行
し
て
行
い
、
自
ら
の
改
革
姿
勢

を
国
民
に
印
象
付
け
た
。
大
胆
な
地
方
分
権
化
を

決
定
し
た
の
も
、
警
察
を
国
軍
か
ら
切
り
離
し
て

文
民
化
し
た
の
も
、
分
離
独
立
運
動
の
続
く
ア

チ
ェ
な
ど
か
ら
国
軍
駐
留
部
隊
を
撤
退
さ
せ
た
の

も
ハ
ビ
ビ
で
あ
る
。
一
九
九
九
年
六
月
に
は
民
主

化
後
初
の
総
選
挙
を
成
功
さ
せ
た
。
同
年
一
〇
月

に
は
一
九
四
五
年
憲
法
の
改
正
に
も
着
手
し
た
。

　

ハ
ビ
ビ
が
政
治
改
革
に
駆
り
立
て
ら
れ
た
背
景

に
は
、「
改
革
を
実
行
し
よ
う
と
し
な
い
政
権
に

正
統
性
は
な
い
」
と
い
う
国
民
の
認
識
の
変
化
が

あ
っ
た
。
ス
ハ
ル
ト
時
代
、
権
威
主
義
的
統
治
体

制
を
正
当
化
し
て
き
た
の
は
「
開
発
」
の
実
績
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
民
主
化
後
、
政
権
の
正
統
性

は
、｢

改
革｣

（
レ
フ
ォ
ル
マ
シ
）
に
よ
っ
て
担

保
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ス
ハ
ル
ト
直
近
の
政

治
家
だ
っ
た
ハ
ビ
ビ
に
と
っ
て
、
自
ら
の
権
力
を

維
持
す
る
た
め
に
は
、
政
治
改
革
に
積
極
的
に
取

り
組
む
ほ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
大
統
領
へ
の
再
選
を
目
指
し
た
ハ
ビ

ビ
は
、
自
ら
の
改
革
の
成
果
に
よ
っ
て
権
力
の
座

を
追
わ
れ
た
。
一
九
九
九
年
一
〇
月
、
ハ
ビ
ビ
は

国
民
協
議
会
で
の
大
統
領
選
挙
に
立
候
補
さ
え
で

き
ず
、
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ラ
フ
マ
ン
・
ワ
ヒ
ド
（
通
称

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
主
化
一
〇
年
─
そ
の
成
果
と
課
題
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グ
ス
・
ド
ゥ
ル
）
が
投
票
で
選
出
さ
れ
た
。

　

グ
ス
・
ド
ゥ
ル
大
統
領
は
、
ア
チ
ェ
や
パ
プ
ア

に
お
け
る
分
離
独
立
問
題
の
平
和
的
解
決
に
乗
り

出
し
た
り
、
華
人
に
対
す
る
差
別
政
策
を
撤
廃
し

た
り
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
民
主
化
を
推
し
進
め

よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
政
治
改
革
の
な
か
で
力

を
付
け
た
議
会
と
の
対
立
が
政
情
不
安
を
招
い
て

し
ま
う
。
そ
の
結
果
、
グ
ス
・
ド
ゥ
ル
は
、

二
〇
〇
一
年
七
月
、
史
上
初
め
て
国
民
協
議
会
に

よ
り
大
統
領
職
を
罷
免
さ
れ
る
。
新
し
い
大
統
領

に
は
、
民
主
化
指
導
者
と
し
て
人
気
の
あ
っ
た
メ

ガ
ワ
テ
ィ
副
大
統
領
が
昇
格
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
二
年
間
の
経
験
は
、
さ
ら
な
る

政
治
改
革
の
契
機
と
な
っ
た
。
さ
ら
な
る
憲
法
改

正
に
よ
っ
て
三
権
分
立
が
制
度
化
さ
れ
、
国
民
が

大
統
領
を
直
接
選
挙
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
〇
〇
四
年
に
は
一
連
の
政
治
制
度
改
革
が
完
成

し
、
民
主
化
後
二
度
目
の
総
選
挙
と
史
上
初
の
大

統
領
直
接
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
主
化
は
完
了
し
た
。

●
民
主
化
と
経
済
体
制
の
改
革

　

民
主
化
は
、
政
治
や
社
会
の
あ
り
様
を
根
本
か

ら
変
え
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
ス
ハ
ル

ト
政
権
下
で
の
経
済
開
発
を
支
え
た
経
済
体
制
も

そ
の
変
革
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
開
発
」
を
国
家
の
至
上
目
標
と
し
た
ス
ハ
ル

ト
体
制
で
は
、
政
治
に
お
け
る
権
威
主
義
的
統
治

と
経
済
に
お
け
る
国
家
の
積
極
的
介
入
は
不
可
分

の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
民
主
化
は
必
然

的
に
経
済
体
制
の
変
革
を
伴
う
も
の
と
な
っ
た
。

ス
ハ
ル
ト
大
統
領
を
頂
点
と
す
る
国
家
管
理
・
統

制
の
下
に
あ
っ
た
経
済
運
営
体
制
は
、
市
場
原
理

に
基
づ
く
自
由
化
と
対
外
開
放
を
基
本
的
方
向
に

し
て
解
体
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
過
程
で
経
済
改
革
の
内
容
を
具
体
的
に
示

し
た
の
は
、
通
貨
危
機
時
に
多
額
の
融
資
を
行
っ

た
Ｉ
Ｍ
Ｆ
で
あ
る
。
ス
ハ
ル
ト
退
陣
後
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ

に
よ
る
構
造
改
革
要
求
に
対
応
し
て
、
為
替
制
度
、

金
融
制
度
、
競
争
制
度
、
財
政
制
度
な
ど
の
改
革

が
順
次
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
。
二
〇
〇
三
年
末
、

六
年
に
及
ぶ
Ｉ
Ｍ
Ｆ
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了
し
、

Ｉ
Ｍ
Ｆ
主
導
の
経
済
制
度
改
革
も
区
切
り
を
迎
え

た
。
し
か
し
、
改
革
の
内
容
が
国
内
の
利
害
や
実

態
と
か
け
離
れ
、
所
期
の
目
標
を
達
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
分
野
も
残
さ
れ
た
。

●
民
主
主
義
の
時
代
へ―

二
〇
〇
四
年
～

　

一
連
の
政
治
経
済
改
革
を
経
て
二
〇
〇
四
年
に

新
政
権
が
発
足
し
た
こ
と
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は

本
格
的
な
「
民
主
主
義
の
時
代
」
に
入
っ
た
。
同

年
一
〇
月
に
発
足
し
た
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
は
、
そ
れ

を
象
徴
す
る
よ
う
な
滑
り
出
し
を
見
せ
た
。
政
権

発
足
直
後
の
政
策
課
題
を
一
〇
〇
日
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
公
表
し
、
選
挙
公
約
の
実
現
を
約
束
す
る

と
い
っ
た
手
法
は
、
新
し
い
政
治
の
到
来
を
国
民

に
感
じ
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
実
際
の
民
主
政
治
の
運
営
は
容
易
な

も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
大
統
領
が
政
策
を
実

行
す
る
に
あ
た
っ
て
は
議
会
の
協
力
が
不
可
欠
で

あ
る
が
、
議
会
第
四
党
出
身
の
ユ
ド
ヨ
ノ
大
統
領

は
、
少
数
政
権
ゆ
え
に
、
常
に
議
会
対
策
に
追
わ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
独
立
性
を
確
保
し
た
司
法

府
（
特
に
憲
法
裁
判
所
）
の
存
在
感
も
増
し
つ
つ

あ
る
。「
民
主
化
時
代
」
か
ら
積
み
残
さ
れ
た
課

題
も
、
ス
ハ
ル
ト
家
の
不
正
蓄
財
疑
惑
や
ス
ハ
ル

ト
体
制
下
で
の
人
権
侵
害
事
件
の
解
明
な
ど
、
困

難
な
問
題
ば
か
り
で
あ
る
。

　

経
済
の
面
で
は
、
本
格
的
な
成
長
を
促
す
た
め

の
改
革
が
必
要
な
時
期
に
入
っ
た
。
し
か
し
、
議

会
で
の
法
案
審
議
が
遅
れ
た
こ
と
か
ら
、
投
資
行

政
や
租
税
・
通
関
制
度
の
改
革
が
実
行
さ
れ
た
の

は
二
〇
〇
六
～
〇
七
年
に
か
け
て
で
あ
っ
た
。
労

働
者
側
と
の
協
議
に
失
敗
し
た
労
働
行
政
改
革
は
、

い
ま
だ
最
終
的
な
解
決
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

一
方
、
経
済
運
営
の
面
で
は
、
自
立
化
へ
の
動

き
が
強
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
、
ス

ハ
ル
ト
時
代
の
開
発
政
策
を
長
期
に
わ
た
っ
て
支

え
て
き
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
支
援
国
会
合（
Ｃ
Ｇ
Ｉ
）

の
解
散
宣
言
（
二
〇
〇
七
年
）
で
あ
っ
た
。
開
発

政
策
の
面
で
は
、
よ
う
や
く
ス
ハ
ル
ト
体
制
か
ら

の
脱
却
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

本
特
集
で
は
、
ス
ハ
ル
ト
辞
任
後
に
始
ま
っ
た

「
民
主
化
の
一
〇
年
」
を
振
り
返
る
。
民
主
化
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
政
治
、
経
済
、
社
会
の
何
を
変

え
た
の
か
、
何
を
国
民
に
も
た
ら
し
た
の
か
と
い

う
変
化
の
態
様
を
検
証
す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、

い
ま
何
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
か
を
考

察
し
、
今
後
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
行
方
を
展
望
し

て
い
き
た
い
。

（
か
わ
む
ら　

こ
う
い
ち
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）


